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 5週間の夏休みが

終わり、児童の元気

な声が校舎内に戻っ

てきました。まだま

だ、夏の暑さは続き

そうですが、学校に

咲くヒマワリは、びっしりと種ができ頭を垂

れています。もう、夏の終わりが近づいてい

ることを感じさせてくれました。 

 今年の夏は、全国各地で４０℃を超える日

がたくさんあったり、局地的に短時間での大

雨があったり、天候がとても不安定な年でし

た。みなさんの夏の予定には支障がなかった

でしょうか。始業式の朝通学路を歩いてみま

したが、週初めの朝は気温というよりも湿度

が高く、１学期とはまた違った暑さでした。 

大阪で行われている万国博覧会の盛り上が

りを伝える報道も日々流れてきます。私は残

念ながらまだいけていませんが、この貴重な

機会に世界の一部を体験できた人もいると思

います。 

 さて、１年で一番長い２学期が始まりまし

た。６年生の修学旅行はもうすぐそこに近づ

いています。また、運動会も来月に控えてい

ます。様々な行事があり、忙しい日々が続き

ますが、それぞれの活動の中で児童一人ひと

りが、自分らしく輝きをもって活動してくれ

ることを願っております。 

  

☆「被爆体験伝承講話」を聞きました 

８月２９日(金)に、６年生は広島から来ら

れた甲斐晶子さんに「被爆体験伝承講話」を

聞きました。今年で戦後８０年となり、被爆

者の方から、直接お話を聞くことは難しく

なっています。甲斐

さんは、以前は広島

市内で小学校の先生

をしていた方です

が、被爆者の体験を

語り継いでいかなけ

ればという思いで、

語り部として平和公園でのガイドはもちろん

のこと、今回のように全国様々な場所に行っ

てお話をされているそうです。 

本校には去年に引き続いての訪問でした。

講演後に少しお話ししましたが、「子どもた

ちが、とっても真剣に話を聞いてくれてうれ

しかった」とおっしゃっていました。 

９月１８日・１９日はいよいよ修学旅行で

す。修学旅行の実行委員会も動き出し、千羽

鶴の数も日に日に増えています。広島では今

回の話を生かして、現地でしか学べない体験

と思い出を残してほしいですね。 

 

☆先生の卵たち 

今日９月１日か

ら４人の教育実習

生を迎えます。 

吉田楓華先生(2-

1)は１２日まで、

上田蒼大先生(5-3)・守田花奈美先生(4-4)・

石田涼真先生(3-2)の３人は、９月３０日ま

でとなります。それぞれ期間は違いますが、

子どもたちとたくさんふれあい、先生として

現場でしか学べないことをたくさん持ち帰っ

てほしいなと思います。 

子どもたちには、貴重な出会いの機会だと

思います。いつもと違う先生と交流し、刺激

を受けてほしいと願っています。 

 

☆気を付けましょう 

壱分幼稚園の工事がすすんでいます。中を

のぞくと、建物はすっかり解体され、大きな

ダンプカーが行き来する姿も目にするように

なりました。以前にもお知らせしましたが、

登下校だけでなく放課後も付近を通るときは

お気を付けください。 
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〒630-0222 

生駒市壱分町 356－1 
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お知らせ 

５年生の家庭科を１学期は、担任が担当し

ていました。一部の単元でお手伝いいただい

た岡田先生に２学期も引き続きお手伝いいた

だきますので、お知りおきください。 


